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行

行

発

発

隠月
集

毎

編

学

諜漱
務

朝

総

田
担

領

趨
罐
職
鶴
歳
一

総
合
診
療
科
に
お
け
る
診
療
風
景
。
こ
の
診
療
科
は
、
隠
腔
外
科

か
ら
矯
正
科
ま
で
の
出
身
者
で
機
成
さ
れ
、　
一
員
腔
単
位
の
治
療
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
は
、

「笹
等

一
人
工
的
な
歯
根
を
植
え
込
み
、
そ

か
の
原
因
で
歯
を
失
っ
た
部
位
ほ

一
の
上
に
人
工
的
歯
冠
を
か
ぶ
せ
る

歯
学
部
賂
属
病
院

（賂
星
病
院
長
　
靖
曲
幸
雄
教
授
）
の
診
療
科
に

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
匙

が
新
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
度
中
に
総
合
診
療
科
の
隣
拒
診
療
室
憲
設
け
、
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
を
な
っ
た
。

亀
ギ
芝

嘴

,す

坤
　
， 穐 弩

技
法
」
の
こ
と
で
、
従
来
の
義
歯

に
比
較
し
て
、
よ
り
自
分
の
歯
に

近
い
状
態
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
ど
フ
ン
ト
を
枢
え
込
む
拒

は
、
十一蒸
を
学
畠
履
全
、
高
度

な
技
術
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ

多
な
先
蓬
陰
修
毎
？
と
は
大

学
病
院
と
し
て
の
特
徴
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
上
で
必
須
で
あ
り
、

運
営
と
で
は
整
備
さ
れ
た
環
境
と

行
き
屋
い
た
責
任
管
理
の
も
と
で

舒

？

」と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
踏
再
頚
院
で
は
、
今

年
度
中
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
舞
を
新

設
し
、
最
新
の
医
療
技
術
を
広
く

提
供
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

行
き
た
い
と
の
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
診
療
舞
で
は
、
本

学
歯
学
部
学
生
に
最
新
の
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
治
療
法
を
学
ば
せ
る
こ
と

の
ほ
か
、
近
隣
閑
業
医
の
先
生
方

が
患
着
さ
ん
と

一
緒
に
来
院
さ

れ
、
こ
の
科
で
え
軍
工笑
習
が
で
き

る
よ
う
な
体
観
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
。
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歳
学
部
貯
屋
病
院
の
病
棟
は
、

昭
和
５６
年
２
月
に
改
修
工
事
が
行

を
５
階

へ
移
す
登
蜘
＞
饒な

っ
て
い

る
。故

修
五
事
は
、
径

塾

全
の
床
や

天
丼
な
ど
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る

ほ
か
、
バ
ス
、
ト
イ
ン
を
備
え
た

特
別
室

の
設
置
、
洗
面
台
、
冷

室
、
ト
イ
レ
等
衛
生
環
境
の
金
函

的
改
善
、
各
瘍
雪
一
の
空
謝
機
の
改

善
、
談
話

ヨ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど

を
行

い
、

患
者
の
警
さ
ん
橙
よ
り

供
通
な
入
錠
善
夢
ど送
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
今

な慈
牽
透
一皮
垂
一冬
あ
る
。
．

な
お
、
病
院
関
係
者
の
話
に
よ

る
と
、
送
い
将
来
に
は
、
４
階
も

同
様
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
事
を
行

い
、
２
フ
露
ア
ー
を
機
能
さ
せ
る

よ
う
教
職
員
が

一
九
と
な
っ
て
鋭

意
努
力
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

わ
れ
て
以
来

軽
年
が
経
過

し
、
療
養
環

境
の
改
善
が

求
め
ら
れ
て

い
た
が
、
こ

の
ほ
ど
全
面

的
な
孜
惨
Ｉ

章
を
行
？
」

と
が
決
定
さ

れ
た
。

今
回
改
惨

す
る
の
は
病

院
中
楳
５
階

で
、
現
在
使

期
し
て
い
る

４
階
の
機
能

病院改革が進められる附属病院

○
甲
子
国
も
終

わ
り
、
民
族
大

移
動
も
終
え
、

世
間
は
夏
の
館
一

騒
に
別
離
を
告

げ
た
。
報
変
わ

ら
ず
気
温
は
再
く
錫
の
光
は

強
い
が
、
時
は
着
実
に
秋

ヘ

と
向
か
っ
て
い
る
。
イ
ソ
フ

プ
物
語
の
キ
リ
ギ
リ
ス
に
な

ら
な
い
た
め
に
こ
こ
か
ら
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
か
っ
て
は
い
る
が
体
と
結

警
が
停
■
兵
ら
な
い
人
も
多

い
だ
ろ
う
。基
え験
生
は
大
変
だ
。

夏
休
み
も
な
く
こ
れ
か
ら
い

ま
い
ま
本
番
を
避
え
る
か
ら

だ
。
秋
は
実
り
の
季
節
で
も

あ
る
が
受
験
生
に
と

っ
て
は

美
味
し
い
実
を
採
る
た
め
の

数
難
辛
者
の
季
節
で
あ
る
。

未
だ
統
職
の
決
ま
つ
て
い
な

い
学
生
諸
藩
燿
と

っ
て
も
巌

し
い
壁
蒸

あ
々

砲

折
し

も
、
来
春
の
高
率
着
に
対
す

る
有
効
求
入
徳
奉
が
Ｏ

・
６２

と
発
表
さ
れ
た
。
な
ん
と
１０

人
に
４
人
が
職
が
な
い
っ
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。
勤
労
者

に
は
、
も
う
数
年
も
前
か
ら

秋
で
は
な
く
厳
し
い
冬
が
続

い
て
い
る
。
ビ
バ
ル
デ
ィ
の

躙
季
の
秋
も
物
が
な
し
い
旋

律
で
み
る
。
で
も
こ
の
厳
し

い
秋
欠
を
乗
η
越
＞え
て
ンこ
そ

う
ら
ら
か
な
奉
の
場
光
を
浴

び
る
こ
と
が
で
き
る
。

はなみずき



1999年 9月 1日 ASAHI UNIVERSITY NEWS ttTTER 第5号 (2)

面
ー

盟    |

バ
ン
ソ
ン
フ
ト
だ
け
で
嫉
分
か

ら
な
い
朝
日
大
学
の
魅
力
を
実
際

に
体
験
し
、

稚
認
で
き
る
オ
ー
プ

ン
キ
ヤ
ン
パ
ス
と
終
験
入
学
が
そ

れ
ぞ
れ
本
大
学
で
湖
催
さ
れ
た
。

法
学
部
Ｌ
経
営
学
部
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
８
月
２
日
復

狂
行
わ
れ
、
昨
年
の
１
２
０
名
を

上
国
る
１
６
１
名

（内
訳
【法
学

部
４６
名
、
経
営
学
蔀
８．
名
、
保
護

者
３４
名
）
の
参
雄
が
あ
っ
た
。

当
割
は
、
２
Ｃ
Ｏ
◇
年
度
入
試

の
概
要
、
客
桂
峯
憲
義

募制
度
の

説
弱
が
あ

っ
た
後
、
昼
食
持
に
は

参
加
者
と
在
校
生
と
の
会
食

‘
懇

重一■
一

持

一
ｒ′
一　
　
・む

シュミレーション実習室で模擬実習を体験する参力瞬者

談
の
場
が
設
け
ら
れ
、
各
テ
ー
ブ

ル
Ｌ
も
娠
や
か
な
様
子
で
あ

っ

た
。昼

食
後
、
参
加
者
は
学
内
の
施

設
見
学
を
行
い
、
６
号
館
の
模
擬

法
廷
、
７
号
健
の
パ
ソ
コ
ン
数
室

で
そ
れ
ぞ
れ
模
擬
授
業
を
然
験
し

た
。

ｉ本工Ｘ工瀕エパ止瀕一×一×

歯
学
部
の
体
験
入
学
は
、
８
月

２３
選
の
担
行
わ
れ
、
昨
年
の
７９
名

を
上
回
る
１
３
３
塞

（内
訳
い学

生
守
名
、
保
護
者
５６
名
）
の
参
加

が
あ

っ
た
。
保
護
者
の
中
に
は
、

卒
業
生
の
療
も
見
ら
れ
、
本
大
学5号館511講義宣で行われた法学部経営学部のオープンキャンパス

緯

Ⅷ

Ⅷ

需

特
別
講
座
史
講
状
汎
に
変
化

本
学
が
学
生
の
合
格
取
得
を
支

援
す
る
た
め
開
設
し
て
い
る
特
期

講
座
り
費
講
者
が
今
年
度
に
入
り

キ
幅
に
増
娩
う
な
」と
が
か
か
っ

た
。就

職
課
に
よ
る
と
、
平
成
Ю
年

度
の
一受
講
者
数
は
２
１
３
名
で
あ

っ
た
が
、
平
成
二
年
度
の
寡
集
を

行

っ
た
結
果
、
４
月
舞
日
現
在
で

前
年
比
の
約
郷
倍
で
あ
る
５
３
８

名
か
ら
受
講
の
中
し
熟
が
あ

っ

た
。
（受
講
者
数
は
い
ず
れ
も
延

入
数
）

こ
れ
は
、
特
別
謹
胚
を
充
実
さ

せ
る
た
め
今
年
度
よ
り
、
販
売
士

一
　

ｔ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．，
．

諄
．

の．
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
ひ２

０
０
０
年
度
入
試
の
概
要
、

各
種
奨
学
支
援
織
度
の
説
明
の

後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
学
内
の

施
設
見
学
を
行
い
、
シ
・工
ヽヽ
ヽ
レ
ー

シ
コ
ン
実
雷
室
で
は
捷
型
を
使
っ

て
、
実
際
に
入
疇
歯
を
概
藩
す
る

な
ど
模
擬
実
習
を
然
験
し
た
。

今
期
齋
律
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ

ン
パ
ス
と
体
験
入
学
を
通
し
て
学

生
、
保
難輩
あ

方
庁に
本
△
子
の
農

さ
を
理
解
い
た
だ
い
た
の
で
は
な

い
か
。

や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
を
含
む

４
講
座
を
新
規
閉
講
し
、
さ
ら
捧

２
～
３
年
生
の
ご
家
庭
宛
た
、
特

別
講
座
の
案
内
を
募
送
す
る
こ
と

で
ご
家
族
の
方
に
も
ご
理
解
い
た

だ
け
た
こ
と
が
受
講
者
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
も
の
と
な
わ
れ
る
。

長
引
く
不
況
で
民
間
企
業
が
採

用
を
手
攣
た
る
な
か
、
単〒
生遊
の

就
職
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
、

な
に
よ
り
も
大
き

い
の
で
は
狭

い

か
。

特 別 講 座 受 講 者 数  平成11年度4月 20日 現在

※今年度から新規開講

学科名

講座名
法 経 営 情 事最

歯および
大 学 院

合  計
rl内 鮮iC年度の数

法 駿 課 程 14 14(23)
T  O  E   i   C 11 竜 2 6 3 82(16)

会 計 学 職 牽ヽ汲 7 2 9( 7)

会  計  学  2 級 4 29 4 37(21)
会  計  学  8 級 49 45 7 6 5( 42)

公 務 員 72 強 9 職 3 1 舜 0 5( 43)

宅 地 建 物 取 3:主 金 者 40 1 7 3 1 6 1( 28)

第二種情草鼠処理技術者 8 1 3 38 57(1ア )

システムアドミニストレータ 21 12 36 69(16)

飯 弗 ± 2級 ※ 11 7 3 21(― )

目′貫 売 ± 3級 ※ 15 90 5 40(― )

行 政 書 士 ※ 11 11(一 )

社 会 保 険 労 務 士 ※ 9 6 2 17(― )

計 229 137 再17 5 538(213〉
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去
る
７
月
１。
渇
鶴
平
成
１２
年
度

大
学
院
で
Ｃ
７
研
究
科
津
士
一弾
蒻

課
稚
前
学
期
推
痛
入
学
試
験
の
第

二
次
試
験
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
沖
造
入
試
は
、
本
一Ｆ
経
営

学
部
４
年
生
を
対
象
と
し
、
成
績

優
秀
者
に
覆
極
的
に
大
学
院
の
障

声
を
調
放
し
」よう
Ｌ
、
平
成
■
年

度
入
試
か
ら
実
施
さ
れ
、
今
観
で

ワ
瑠
癖
こヽ
な
る
〔）

募
篠
人
員
４
名
に
対

，
、
経
営

学
帯
か
ら
３
名
、
情
報
管
理
学
科

か
ら
≧
毎
の
合
計
４
名
の
崩
殖
が

あ
っ
オ
。

１
次
試
験
嫌
書
類
窓
査
お
よ
び

面
積
が
行
わ
れ
、
４
名
全
員
が
令

絡
し
た
◇
入
揖
″

研
密
連
“孝

受
け
よ
う
Ｌ
す
る
専
攻
を
蔭
嫉
第

２
志
望
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
第
１
志
望
で

あ
る
情
報
処
理
、
経
営
管
理
、
会

計
学
、
鳥
蜜
管
理
の
各
専
攻
程
薦

に
合
格
を
な
っ
た
。

な
お
、
２
次
試
験
は
．卒
業
論
文
．

爾
究
議
鰤
書
、把
津
診
断
書
を
提

基
の
上
、
半
戒
整
年
３
月
４
日
た

コ
頚
試
鶴
柱
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
平
成
１２
年
度
節
学
魏
人

学
試
験
は
募
集
入
景
芝
名
で
爵
月

９
鳳
に
行
わ
れ
る
。
計
し
く
は
学

手
課
大
学
院
係

（経
営
学
研
究

科
）
ま

で
ｃ
電
話

（０
５
こ

３

２
９
１
１
◇
７
７

１
９
９
９
年
度
秋
季
入
学
者

選
抜
試
験

９
月
１
日
銀
本
校
に
お
い
て
、初

め
て
の
秋
季
入
試
が
実
施
さ
れ
た

募
集
人
員
は
、
法
学
幕
法
学
科

５。
名
、

用
学
幕
情
報
管
理
学
科
鶉
名
で
あ

っ
た
が
、
受
験
者
は
２
名

（法
学

科
１
纂
、
経
営
学
科
１
名
）
に
と

ま
り
、
入
試
故
華
の
コ
玉
と
な
る

べ
き
入
試
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結

果
を
農
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

今
後
、
募
集

・
広
報
活
動
の
あ
り

方
が
課
題
と
し
て
袋
さ
れ
た
。

な
お
、
受
験
生
２
名
に
つ
い
て

な
、
共
に
合
格
の
判
定
が
な
さ
れ

９
月
１７
目
④
に
入
学
式
が
１
号
鐘

２
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
ｃ

語鷲

蔦
校
生
の
英
警
力
血
上
を
目
的

れ
し
て
本
学
が
ｉ
継
す
る
第
も
回

高
校
生
英
語
弁
論
大
会
が
本
学
で

鵡
催
さ
れ
る
。

こ
の
大
会
嫌
、
妓
卓
県
教
奮
芳

員
会
イ誉
瑠
新
南
社
，Ｎ
Ｅ
Ｋ
岐
阜

放
送
鶏
◆
傑
嫉
一τ
受
け
毎
年
鍵
継

さ
れ
て
お
り
、
炸
年
の
無
】
国
大

会
で
は
、
坤
郡
地
区
を
中
心
に
溌

名
を
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、
大

会
発
表
者
柱
遼
ば
れ
た
２３
名
◇
再

校
生
が
、
大
勢
の
聴
衆
を
前
拒
得

意
の
英
語
で
ス
ど
１
チ
し
た
。

ご
家
族
、
ご
友
人
の
中
４
夷
議

に
自
信
や
架
味
の
あ
る
高
校
生
が

お
ら
れ
る
方
は
、
是
非
た
も
ご
紹

介
い
た
だ
き
、
多
数
ご
参
幾
顔
い

工た
いＴ
Ｃ

な
為
、
碁
童
傘
指
で
本

写
の
受
験

を
希
望
す
る
者
″
ドな
入
試
の
特
典

が
あ
る
。

◆Fロヨtヽ谷わせ先
朝機大学 学生課ぬ 英語弁諭大会実行委員会

Td,(058)3291081～ 1033 Fax(058)3291084

ロ

ロ

働 働

国

平成11年 10月 24露 (日

' 18時

～霞    瞬等

会   場 車据国大学51,数室

応 募 資 格 葛等学校に在学している生徒

論   題 自屋色 (発菱埓F同月3～ 5分〉

応募原稿 (英支)lよ 、ワープ野を使用し、A塗 局森
に英支設定またとま半角で作成すること。
締切 :平成機年9月 16層湘 必着

応 蒙 要 鎮

表 彰 等 箕状、卜Elフ ィー(帝 日新F_,1)、 棒(NttK)、 盾、こと費
賞状、オ不 (NttK)、 す吾、副賞
貸状t盾、離賞

1名、貰状、ブ朦シズ、豪J賞

最イ
冨μ秀賞

優 秀 賞
奨 力み賞
スノーグラ
参 7,露 賞

昏員

名
名

名

ス

ヽ

２
５
ウ

応募者全員

彼
の
責
任
歳
力
章ｔ生
閣
題

な
し
と
し
て
起
訴
に
踏

み
場
る
方
針
を
園
め
た

の
を
受
け
て
、
実
名
報

道
に
踏
み
切
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
しし
か

し
、彼

が
裁

判

の
結

暴

誓
荏
能
力
な
１
″́と

し
て
無
罪
に
な
れ
ば
再

び
〓一猛
は
伏
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
だ
ろ
う
。

祭
遠
機
関
が
人
権
を

考
慮
し
て
と

い
う
場

合
、
多
く
な
容
疑
者
の

そ
れ
を
指
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
少
年
犯
罪

の
場
合
も
そ
う

で
あ

う
テこ
と
を
考
え
る
人
も

腺
て
く
る
か
も
知
れ
な

い
。
自
盆

畳

写

こ飲
酒

と
か
薬
と
か
で

一
蒔
約

に
心
神
喪
失
の
状
態
に

お
き
、
そ
し
て
そ
の
間

に
一欝径
楚
力
な
き
が
故

に
罪
を
免
れ
た
人
題
姪

リ
ベ
ン
ジ
す
る
。
責
任

無
能
力
で
罪
な
関
わ
れ

な
い
っ
し
か
し
、専
門
家

に
聞
い
た
と
こ
ろ
こ
れ

な
駄
爆
だ
と
い
」つ
こ
と

で
あ
る
。
一原
因
に
お
い

て
自
由
な
行
為
」
と
言

っ
て
、
色
々
な
議
が
あ

る
が
自
分
を
心
糾
喪
失

幕
手
は
病
人
（少
年
）だ
っ
た
の
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
。
そ
ん
な
事
は

十
分
承
知
し
て
い
る
。
現
行
の
法

治
国
家
の
下
で
は
そ
う
な
ら
ぎ
る

を
得
な
い
こ
と
も
十
分
分
か
つ
て

い
る
。
だ
が
、　
一
般
の
市
民
感
憶

と
し
て
割
り
切
れ
な
い
感
情
が
ど

う
し
て
も
残
る
の
は
と
む
を
得
な

い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
感
、
人
権
と
人
権
の
衝
突

人
″
が
人
権
の
擁
護
の
客
の
下
に

法
に
守
ら
れ
数
ヶ
月
か
数
年
の
病

院
暮
ら
し
或
い
は
籍
五
教
育
の
後

社
会
復
帰
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

人
達
に
と

っ
て
は
許
し
難
い
人
権

蹂
饒
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
何

故
な
ら
第

一
義
的
に
保
護
さ
れ
る

べ
き
人
権
は
整
革口者
の
側
に
こ
そ

あ
る
べ
き
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

る
。
だ
が
、
こ
の
人
権
の
保
護

と
で
つ
こ
と
に
違
れ
感
を
覚
え

る
人
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
な
端
的
に
、
そ
れ
で

は
被
筈
者
の
人
権
は
ど
う
な

っ

た
の
か
と

い
う
こ
と
に
尽
き

る
ｃ
理
不
尽
た
も
命
を
奪
わ
れ

た
被
害
者
本
人
に
と
っ
て
、
又

か
け
が
え
の
な
い
夫
や
父
を
失

っ
た
家
族
に
と

っ
て
、　
″狛

先
雲
発
生
し
た
、
全
日
空
機

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の
容
疑
者

が
突
然
一覆
纂
適

に
笏
り
で

え

ら
れ
た
９
努
り
蓄
え
ら
れ
た
と

い
う
の
は
、
各
毅
連
関
係
者
の

鋭
明
に
よ
る
と
容
疑
者
の
責
任

鑓
力
に
蘭
赳
が
あ
り
、
容
疑
者

の
人
権
に
配
慮
し
て
匿
名
で
数

道
し
て
い
た
が
、
捜
査
基
癌
が

の
状
態
に
し
よ
う
と
す
る
際
に

〓景
任
能
力
が
あ
れ
ば
犯
罪
行
為

特
に
心
神
喪
失
状
態
で
も
黄
任

は
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ら
し
い
。結
局
あ
た
り
前
の
こ

と
で
あ
る
が
、法
治
鑽
家
で
は
、

族
の
裁
き
雑
従
う
し
か
な
い
の

で
あ
る
。た
だ
繰
η
返
し
に
な
る

が
誰
の
人
権
が
護
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

で
は
な
い
９
護
ら
れ
る
べ
さ
入

権
を
理
由
も
な
く
踏
み
に
じ

っ

た
者
の
Ａ
縁

∫

ス

軽

遊
の
社
会

で
は
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ

と
拒
割

，
切
れ
な
い
患
い
を
い
だ

く
人
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
を
利
用
盆
心用
）
し
て
自

力
枚
済
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
と

い
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金
園
の
強
科
大
学

・
歯
学
部
の

一
総
合
体
育
大
会

⌒夏
季
部
齋
）

あ
る
大
学
２９
校
が
参
加
」
′て
開
雀

一
が
、
蒸

４
野
什
大
学
の
主
管
に
よ

さ
れ
た
第
３．
回
介
層
本
歯
科
学
生

”
り
７
月
３‐
日
鶴
か
ら
８
月
ｎ
膚
鶴

尊 '       41111tt盤

本
大
学
を
会
場
と
し
て
臓
本
挙
法
部
癬
の
大

会

が

７

廃

舒

霞

、

８

湾

―

霞

拒

行

わ

れ

た

。

子．
一

．

ヽ
，

゛
一一
一
ヽ

ま
で
の
鑢
、
鞠
東
地
方
を
中
心
担

行
わ
れ
、
愛
無
学
院
大
学
厳
学
部

が
総
合
優
勝
し
熟
い
戦
い
が
終
わ

っ
た
っ

本
大
整
上
閣
一年
蔀
は
、
今
年
五
笠

入
賞
を
癖
指
し
た
が
、
総
合
成
績

崎
位

（昨
年
７
位
）
と
残
念
な
結

果
に
終
わ

っ
た
が
、
卓
球
は
男
子

躍

傘

優
擁

女
そ

票

零

準
優

勝
と
素
菊
ら
し
い
成
績
で
あ

っ

た
。
そ
の
ほ
か
穫
式
野
球
が
３

位
、
女
千
バ
ン
ー
ボ
ー
ル
が
３

位
、
日
本
挙
法
が
４
位
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
が
４
位
Ｌ
好
成
績
を
ＩＦ上
げ

た
。来

年
こ
そ
は
、
上
位
入
賞
を
期

待
し
た
い
。

な
お
、
大
会
期
間
中
、
教
職

員
、
Ｏ
Ｂ
並
び
に
教
育
後
援
会
の

警
さ
ん
か
ら
が
二
こ
按
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
幸
し
上
げ

ま
す
。

第31回金日本歯科学生絡合r本育大会 縮舎成績一覧

矮往 大  学  名 得 点 大  学  名 得 点

毒69=0 奥 羽 大 学 歳 学 部 47.夕 6優 勝 登知学罐大学斎学壱る

40.O準優勝 議本大学松戸歯■部 139,`) 緩 ガ自大学 歯 華 郡

3位 大 阪 歯 親 大 学 131.5 鶴 見 大 学 彦 学 部 36.G

東 京 占 浴,大 学 ,20、 8 荘海道大学造学部 35,04位

北海道医療大学歯学部 3と ,95位 騒本 大 学 轟 学 部 再19,75

6位 九 州 歯 科 大 学 93,0 母本歯科大学歯豪喜S 32.5

82.O 大 S′貫大 学 歯 学 奮5 30.Oア 位 振 圃 歯 凝 大 学

2ア .03位 晨本歯荘大学新婦歯学部 73`86 東 北 大 学 歯 学 部

e位 l草 奈 ユI:歯 群 大 学 73.0 東京長科歯下を大学歯学部 19.6

徳 鳥 大学 衝学 部 R9.5

19,011 位 B召 海 大学 歯 学
=る

57.6

癒位

霧

位

位

位

位

位

位

復

位

位

位

位

位

位

往

新 鴻 大 学 歯 学 部

12住 松 本 歯 科 大 学 55,ア 3 広 島 大 学 歯 単 部 15.0

54,9 鹿児島大学夢筆学部 二ほ.013俊 長 崎 大 学 歯 学 部

陶 強 大 学 歯 ■ 部 8014位 え 婢 大 学 歯 学 部 51.0

15位 着手医科大手歯学部 43.0

圏 の 閣

1 -●

８
用
獲
雲
ω
か
ら
３
固
に
わ
た

り
、

穂
積
軒
総
合
セ
ン
タ
，
大
本

―
ル
（サ
ン
シ
ヤ
イ
ン
本
…
ル
）
に

お
い
て
、
平
成
五
年
度
朝
日
大
学

公
翔
講
座
が
謝
催
さ
れ
た
。

本
大
学
の
公
開
講
座
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は

一く
ら
し
と
社
〈歴

と

一銘
打
や
て
、
地
域
Ｌ
と
も
に
歩
む

★
笠
子
と
し
て
き
頃
の
霧
究
成
果
を

社
会
に
送
元
す
る
こ
と
を
日
約
と

し
て
、
一拿

字

の
法
学
殺

経
営

学
部
及
び
歯
学
部
の
数
長
が
講
師

と
な
り
、
身
近
な
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
て
爾
催
し
て
お
り
、
昭
和
６２

年
度
な
り
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
ｉ３
隠
目
を
迎
え
た
。

今
年
度
の
公
開
講
運
に
は
、
約

３
５
◇
名
経
の
受
講
中
込
者
が
あ

り
、
３
月
２．
量
ω
の
第
１
盛
な
、

小
雨
の
降
る
中
、
２
５
７
名
の
受

講
者
が
参
加
し
、
開
講
式
の
後
、

響

学

部
経
誉
辱

科
差

違

受

叛

授
の

一プ

メ
リ
カ
の
二姜
盈
涯
事

挿
止
島
齢
化
時
代
に
向
け
て
「
」

の
講
義
が
行
わ
れ
た
９
８
月
２８
日

い
に
は
、
構
写
部
法
学
科
大
塚
鏡

子
教
授
の

一く
ら
し
と
法
律
１
人

生
と
法
律
―
一
及
び
経
営
学
部
精

報
管
理
学
科
江
崎
通
彦
教
授
の

一地
域
活
性
化
に
役
立
つ
知
識
を

知
輩
π

奪

え
全
寵

と

の
議

衰
、

最
終
回
の
９
月
４
口
ω
に
は
、
歯

学
部
歯
学
科
加
藤
潮
司
教
授
の

一疲
入
を
ね
ら
つヽ
恐
ろ
し
い
糖
尿

病
」
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

平
成
五
年
度
朝
日
大
学

公
開
講
座
開
催
さ
れ
る |

開講式の後、丹下博文教授の言薄義が行われ、熱心にメモを取る姿が見られた。

鶴

１
，
，

大

学

会

服

講

座

４

ら

し

と

荘

会

一４

暗



(5)第5号 ASA■l UNIVERSlTY NEWS LE「WER 1999年9月 1日

学内から

ti夕◆ハラ
の違1敏を

Ａ
惑
無
が

習
チ
く
嫁
に
行
け
、

い
い
年
を
し
て
恋
人
の
一
人
も
い

な
い
の
か
」
と
言
っ
た
時
に
は
二

ヨ
エ
コ
笑

っ
て
い
た
Ｂ
子
が
、
Ｃ

課
長
が
嫌
な
同
じ
意
味
の
こ
Ｌ
を

言
っ
た
時
、
課
長
、
そ
れ
な
セ
ク

・
ハ
ラ
で
す
と
怒

っ
た
と
い
う
。

セ
ク
シ
ャ
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の

一
冷
難

，
い
貌
題
点
が
こ
こ
任

存
在
す
る
ぅ　
一
綾
れ
人
が
そ
の
行

為
責
任
を
蘭
オー，
れ
る
時
、
そ
の
人

の
意
患
、
理
法
胎
に
一ξ
た
ば
故
意

が
問
題
と
さ
れ
る
。
故
工晏
τ
持

っ

て

一
定
の
行
為
を
な
し
た
が
故
に

非
難
さ
れ
、
黄
径
が
問
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
Ａ
部
長
も
Ｃ
課
長
も
、

痢
じ
様
に
、
雅
な
く
三
十
路
を
迎

え
よ
う
Ｌ
す
る
Ｂ
子
に

「
い
い
年

を
し
て
い
つ
ま
で
も
独
身
で
い
る

の
じ
ゃ
な

い
。
み

っ
と
も
な

い

ぞ
」
と
い
つヽ
よ
つヽ
な
互
（な
で

一挙

く
嫁
矩
行
け
」
と
言

っ
た
と
し
よ

う
。
Ａ
部
長
と
Ｃ
譲
黄
の
発
言
の

童
慧
は
全
く
厠
様
で
あ

っ
た
。
そ

れ
で
も
Ｂ
子
は
Ｃ
課
長

の
発
書
推
対
し
て
の
み

慣
激
し
た
Э
さ
あ
そ
こ

で
あ
る
。
咎
え
は
Ｂ
子

自
身
の
ギす｛け
止
め
方
拒

あ
る
。
彼
女
は
Ａ
罫
長

の
発
言
に
対
し
て
セ
ク
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

・
ハ
ラ
発
言
だ
と
思
わ
　
情
報
を
受
発
信
す
る
だ
け
で
な

な
か
っ
た
の
で
お
る
。
　

く
、
こ
れ
を
利
用
し
た
電
子
商
取

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
　

妓

一
引
が
急
速
に
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ

に
は
嫌
が
ら
せ
な
ど
Ｌ
　
る
し
、　
一
方
で
は
こ
れ
ら
情
報
シ

翻
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
　
ス
テ
ム
の
悪
理
の
ニ
ュ
ー
ス
も
少

で
あ
る
が
、
逹
の
拶
手
一
な
か
ら
ず
見
酪
き
さ
れ
る
。
パ
ソ

カ
が
療
が
つ
て
い
な
け

，
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
フ
ー
ク
の
操
作
技

れ
ば
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
要
作
を

一
術
向
上
と
情
報
道
徳
の
瀬
養
は

欠
く
。
人
事
院
も

ニセ
ク

・
ハ
ラ
．
今
後
社
会
へ
柔
立
つ
学
作
に
と
っ

４
な
る
か
否
か
な
鵜
手
方
が
ど
う

一
て
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
情
熱
教

思
う
か
が
重
要
な
判
断
基
準
に
な

兵
翔
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の

る
一
と
し
て
い
る
。
翔
じ
言
勅
で
　
自
約
に
沿
う
べ
く
、
世
の
中
の
情

も
セ
ク

・
ハ
ラ
に
な
つ
た
り
な
ら
　
報
技
術
の
進
歩
の
速
度
に
合
わ
せ

な
か
っ
た
り
す
る
。
多
分
、

「稲
　
て
設
備
の
更
新

・
増
強
や
運
用
面

手
方
に
不
快
感
を
与
え
る
よ
う
な
　
の
強
化
を
引
き
統
き
行

っ
て
い

４
約
な
君
場
等
を
み
た
者
態
、
後

・
る
。

歳
に
処
す
▼
″
ふ
う
，女
フ
な
親
粂

ｉ
‥

慧
多
分
、
罪
鶏
法
定
主
義
揮
反
す

る
だ
ろ
つヽ
。
強
制
わ
い
せ
つ
罪
な

ど
隷
黒
行
又
は
脅
進
を
持

っ
て

去
々
と
あ
る
の
で
行
為
を
す
る
側

に
と
っ
て
し
て
は
い
け
な
い
事
が

靭
稚
に
な
っ
て
い
る
。
セ
ク

・
ハ

ラ
罪

（こ
ん
な
昇
慧
な
い
が
）
は

禁
土
規
範
が
不
明
確
な
だ
け
に
男

性
諸
氏
権
と

っ
て
は
厄
介
で
あ
ろ

つヽ
。こ

の
問
進
は
年
ろ
受
け
手
の
女

性
の
隣
題
と
，し
て
者
え
て
も
挙
し

い
。
読
一″霧
鸞
の
女
性
記
者
が
こ

う
綴
っ
て
い
る
。
一自
分
は
そ
の

韓
■
方
が
、
入
聞
Ｌ
し
て
付
さ
令

う
範
値
が
あ
る
か
ど
う
か
で
決
め

れ
ば
い
い
と
い
つゝ
判
断
基
牽
を
持

っ
て
い
る
選

井
ヽ

要
は
、
常
関
雲
か
ら
尊
敬
さ
れ

る
よ
う
な
立
派
な
生
事
を
し
て
い

れ
ば
た
ま
の
軽
霞
が
セ
ク

・
ハ
ラ

に
該
基
す
る
よ
つヽ
な
言
動
で
あ

っ

て
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
な
ら
な

い
Ｌ
い
つヽ
こ
と
な
の
か
も
舞
れ
な

次
国
か
ら
な
、
実
際
蕉
誘
識
に

な
っ
た
事
例
を
詳
し
く
分
析
し
て

行
く
こ
と
と
し
た
い
。

オ'

11

今
年
の
夏
季
休
業
期
閥
中
に
、

本
学
７
考
館
２
階
の
オ
ー
プ
ン
利

用
室
に
パ
ソ
コ
ン
ー８
台
が
増
配
籍

さ
れ
、
観
を
の
４４
台
と
合
わ
せ
て

６２
台
力しな
っ
た
。

こ
れ
は
平
成
１０
年
度
か
ら
情
報

処
理
基
礎
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
利
罵
増
や
、
全
て
の

パ
ソ
ヨ
ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
魂
痛
増

に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
利
用
室
に
お

け
る
利
療
者
数

・
利
嬬
時
躊
と
も

増
加
し
、
学
生
に
壊
葎

ち
状
態

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
を
緩
和

さ
せ
る
た
め
に
今
回
、
パ
ソ
コ
ン

の
増
羅
備
Ｉ
事
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

今
回
、

増
配
備
し
た
略
台
の
パ

ソ
コ
ン
に
は
、
Ｍ
Ｓ

・
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
の
最
新
バ
‥
ジ
導
ン
２
０
０

０
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
オ
‥
プ
ン
寝
用
笙

が
盛
況
を
塁
し
て
い
て
、
特
に
昼

休
み
を
挟
ん
だ
時
間
帝
で
は
待
ち

行
列
が
類
繁
狂
発
生
す
る
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
２
を
、

授
業
で
ふ

さ
が
っ
て
い
な
い
月
、
火
、
命
の

２
～
３
特
限
、
本
、
本
の
２
埓
限

に
開
放
し
オ
‥
プ
ン
利
用
拒
供
し

て
い
る
。
こ
れ
の
管
理
は
３
、

４

年
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
の
心
援

を
得
て
い
る
。

墓
俸
埋
ユ化
権
〈
本
の
到
来
に
あ

た
り
、
こ
の
よ
う
に
情
報
処
理
の

施
設

・
設
備
が
活
発
に
利
嘉
さ
れ

る
こ
Ｌ
は
人
懸
専
厭
し
い
こ
と
で

あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
と
、
パ
ソ
コ
ン

数
室
２
に
こ
の
ほ
ど
霧
し
い
環
境

復
元
ン
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。

こ空
今
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
パ
ソ
コ

ン
な
、

利
用
す
る
人
が
自
分
に
秘

合
が
良
い
よ
う
に
使
い
勝
手
を
変

一史
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
方
法

を
習
得
す
る
こ
と
も
重
要
な
勉
強

で
あ
る
が
、
次
の
授
業
が
始
ま
る

と
き
に
は
全
て
の
パ
ソ
コ
ン
が
同

じ
状
態
に
一戻
っ
て
い
な
い
と
ク
ラ

ス
全
体
の
歩
調
が
揃
わ
な
い
。
こ

の
た
め
に
最
後
電
源
を
入
れ
直
し

た
と
き
に
え
の
状
態
に
復
元
す
る

仕
組
み
が
必
要
に
な
る
ｃ
こ
れ
が

環
境
復
一本
ン
ス
テ
ム
で
あ
り
、
授

業
の
立
ち
上
げ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

っ
て
担
当
の
先
生
方
か
ら
も
好
評

を
得
て
い
る
。

西
矮
２
０
◇
０
年
二
月
１
日
に

コ
ン
ど

エ
ー
タ
の
カ
レ
ン
ダ
，
が

誤
動
作
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
に
大

き
な
彩
籟
無を
及
な
す
恐
れ
が
あ
る

こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
本
学
で
は
着
々
Ｌ
予
算
措

置
を
議
じ
て
こ
れ
の
対
策
を
進
め

て
い
る
９

特
に
教
育

・
研
究
上
重
要
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
移
静
菅
〔に
な

る
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

や
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
斑

リ
メ
ー
ル
サ
ー
バ
を
、
奉
―
ム
ペ

ー
ジ
で
情
報
を
発
信
す
る
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
‥
バ
ニ
等
、
各
種
の
重
要
な
サ

ー
バ
ー
類
を
中
心
に
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

一
連
の

作
業
は
、
授
業
や
研
究
に
支
陸
を

き
た
さ
な
い
夏
体
中
に
作
業
を
完

了
す
る
予
定
で
お
る
。

l、  

― 7号館 2階オープン利用室
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国

際

交

流

ａ
円
∪
北
京

・
メ
キ
シ
巨
か
ら

翁
圏
∪
り
Ｃ
Ｌ
Ａ
ほ
か
４
大
学
ヘ

学
生
の
婦
期
海
外
研
修
が
始
ま

っ
た
（予
ま
ず
、
受
け
入
れ
は
北

京
際
科
大
学
畑
雄
医
学
院
が
８
丹
２４
園
か
ら
、
続
い
て
メ
キ
シ
コ

嬰

Ｖ
一白
）常
大
〕７
が
９
月
４
Ｈ
に
な
宇
上

た
も

ま
た
、
本
患
サ
学
生
は
、
８
月
中
に
び
Ｃ
Ｌ
Ａ

⌒法

↓
冨
・
歯
）、

北
京
盗
科
大
学
四
睦
医
学
焼
、

メ
キ
ン
コ
州
立
薄
籍
大
学
、
テ
キ

サ
ス
大
学
サ
ン
ア
ン
ト
エ
オ
校
、
ア
ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ

ム
校
（以
上
い
ず
れ
も
歯
）
で
海
外
掛
惨
を
行
っ
た
。

て
い
る
。

再
大
学
の
学
生
逆
は
、　

一
様
に

本
学
の
歯
科
医
差
設
備
が
整
備
さ

れ
て

い
る
こ
と
を
賞
贅
し

て
お

り
、
最
新
鋭
の
機
器
が
篠
え

つ
け

わ
れ
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
習
室
で
の
体
験
学
冒
は
特
に
感

銘
を
受
け
た
様
子
で
あ

っ
た
。

一
方
、
本
学
≧
岸
一の
海
外
研
修

は
次
の
と
お
り
交
施
さ
れ
た
。

●
む
Ｃ
Ｌ
Ａ

法

・
経

豆

簑

享
子
生
蛉
名
が
３

月
２９
牽
か
ら
９
月
静
騒
ま
で
◇

引
率
教
員
な
Ｐ

・
Ｒ

・
ド
ヨ
ン

講
師
と
森
藤
症
平
講
師
９

遊
学
部
は
５
月
ワ
轟
か
ら
窺
務

爆
ま
で
槻
添
精
三
講
婦
の
猟
誓
で

５
名
の
学
生
が
派
班
通
さ
れ
た
９

苗
隠
は
ワ
ー
プ
浄
ソ
フ
ト
Ｗ

Ｏ
Ｒ
っ
９８
紅
お
け
る
右
ク
リ
ッ

ク
の
役
い
方
を
綴
分
し
ま
し

た
。
今
剛
は
Ｗ
◇
Ｒ
Ｄ
と
同
じ

よ
う
に
食
く
用
い
ら
れ
る
表
計

算
ソ
フ
ト
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
粥
で
の

な
ク
リ
ッ
ク
の
便
利
な
使
い
方

を
ヂ
学紹
介
し
ま
し
さ
砲

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
表

（ワ
ー
ク

シ
‥
卜
と
い
い
ま
す
ね
）
か
ら

別
の
ワ
ー
ク
ン
ー
ト
ヘ
デ
ー
タ

北
京
医
科
大
学
か
ら
李
先
生
の

引
率
の
下
、
う
人
の
学
生
が
本
学

を
訪
れ
た
の
は
灼
熟
の
太
陽
が
紫

り
つ
け
る
３
月
２４
霞
の
こ
と
で
あ

っ
井
／ヽ．ｃ

一
行
は
、
本
学
歯
学
部
５

・
６

年
生
と
の
交
歓
行
手
、
崎
癌
病
院

な
ォ
い碁十肉
諸
施
設
の
見
け■

シ
ミ

ュ
レ
‥
シ
〓
ン
実
腎
室
で
の
研
修

等
々
分
死
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

嘉
っ
た
が
、
滞
在
々
ツＬ、か
ら
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

２７
爛

目
墜
父
涼
恋
票
長
主
一生
の
工
と
な

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が
峻
阜
市
為
の
ホ

テ
ル
で
τ
わ
れ
た
翌
磐
、
次
の
議

瑚
先
で
あ
る
本
学
姉
妹
校
明
海
大

学

へ
向
か

っ
て
行

っ
た
。

続

い
て
９
痛
を
擦
、
び
Ａ
Ｅ
Ｍ

ダ
キ
ン
・ヽゴ埜
立
羞
ム筆
学
）
一

行
６
人
が
成
霧
に
降
り
た
ち
、
霊

５
爆
本

学

を

か

れ

た
、〉
Ｕ
Ａ
Ｅ
Ｍ
も
花

京

姦

科
大
学

と

向

様
、
本
学
と
凋
海
大

学
合
向
の
短
期
傍
修

と
し
て
日
程
が
紅
ま

れ
て
お
り
、
妓
阜
に

５
用
、
慕

永
Ｔ↑
禁
層

開
対φ
生
す
る
こ
と
在

な

っ
て
い
る
。
そ
の

報
、

導
燭
の
角
科
に

開
す
る
栃
修
の
他
、

古
埋
示
郡
、
饗
τ
な

ど
を
訪
れ
日
本
文
化

を
減
斐
監
ン、
略
Ｈ
帰

甲
す
落

一こと
卜に
な
っ

|

手冨1助数類からシミュレーション実習蜜で指導を受ける北京医太生

学生聞

●
基
星
医
科
大
学
四
腔
辱

院

層
大
か
ら
の
学
生
受
入
れ
に
先

立
ち
、
本
学
歯
学
部
学
生
５
名

が
、
岡
俊
男
勤
教
授
の
引
革
の

下
、
８
月
≧
日
か
ら
用
８
日
ま
で

の
日
程
で
派
遣
さ
れ
た
。

●
メ
キ
シ
ョ
郷
立
自
治
大
学

こ
れ
も
、
同
大
学
生
受
入
れ
に

先
立
ち
、
８
月
９
贈
か
ら
同
１９
目

ま
で
の
期
間
、
石
朴
元
勤
教
授
が

歯
学
部
学
４
５
人
を
引
率
し
、
翻

大
を
霧
修
訪
闘
し
た
。

●
テ
キ
サ
ス
大
学
サ
ン

・
ア
ン
ト

エ
オ
校

８
月
９
躍
に
川
俣
明
敏
勤
教
授

の
引
率
で
、
簿
写
都
学
生
５
人
が

同
月
１９
層
ま
で
の
期
間
、
同
大
で

研
修
を
行

っ
た
。

を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
始
終
行
わ

れ
ま
す
。
大
学
で
も
学
生
講
君
の

座
痛
表
や
成
績
表
を
作
成
す
る
と

き
に
学
事
課
か
ら
Ｅ
Ｘ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
で

作
成
さ
れ
た
名
徳
を
受
一け
取
り
、

教
員
各
自
の
成
績
表
４
コ
ピ
ー
し

た
り
、
座
席
表
の
机
の
場
所
へ
氏

名
や
学
箸
蒼
孝
を
ヨ
ピ
ー
す
る
事

が
始
終
発
生
し
ま
す
。
大
切
な
隼

議
や
番
号
で
す
か
ら

一
々
キ
ー
ボ

ー
ド
か
ら
入
力
し
て
麗
違
い
を
犯

す
Ｌ
大
変
で
す
。
証
確
に
入
力
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
で
き
る
だ
け
そ
の

ま
ま
利
用
す
る
の
が
い
い
の
で

す
。こ

の
よ
ふ
／な
と
き
に
た
と
え
ば

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
２
枚
爾
い
て

一

方
か
ら
他
方
ヘ
デ
ー
タ
を
コ
ピ
ユ

し
ま
す
が
、
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
メ
ニ

一般 lメ司君 消rと器ぬ科 循環器ぬ科 外料
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岐阜市橋本篭子23 TEと (058〉 2538001①

附属村上記念病院

ｏ
ア
ラ
バ
マ
大
学
バ
，
ミ
ン
グ
ハ

ム
校

今
⊆
度
か
ら
、
新
た
に
歯
学
部

学
生
の
海
外
研
修
先
に
選
ば
れ
た

ュ
ー
バ
ー
‥ウ

イ
ン
ド
ウ
」
↓

「整

烈

↓

「左
右
体
並
べ
て
表
示
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
２
枚
の
シ
ー
ト

を
掘
じ
よ
う
に
並
べ
て
お
く
Ｌ
作

業
が
楽
。
そ
し
て
コ
ピ
ー
元
の
シ

ー
ト
の
デ
ー
タ

（セ
ル
）
の
上
で

右
ク
リ
ッ
ク
。
見
萱
え
の
あ
る
メ

ニ
ュ
‥
が
現
れ
ま
す
か
ら
、

「
コ

ど
１
一
を
ク
リ
ッ
ク
。

⌒こ
れ
は
右
で
も
左
で
も
Ｏ
Ｋ
）

他
方
の
シ
ー
ト
の
目
標

（
と
ピ
ー

先
）
の
セ
ル
で
ク
リ
ッ
ク
、
こ
れ

で
こ
ち
ら
の
シ
…
卜
が
ア
ク
テ
イ

ブ
に
な
り
ま
す
か
ら
も
う

一
度
そ

こ
で
右
ク
リ
ッ
ク
．
メ
エ
ェ
ー
の

露

り
付
け
生
を
ク
リ
ン
ク
９
こ

れ
を
繰
り
返
す
と
よ
ろ
し
い
の
で

す
。
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
言
ピ

ー
す
る
と
き
に
は
で
き
る
だ
け
操

大
学
で
あ
る
。
７
月

３．
日
か
ら
８
月
９
口

ま
で
の
日
程
で
、
大

橋
静
注
勤
手
が
歯
学

部
学
生
５
人
を
引
率

し
用
大
で
の
研
修
が

実
施
さ
れ
た
。

学
部
学
生
だ
け
で

は
な
く
大
学
院
研
究

科
も
海
外
研
修
を
行

っ
て
お
り
、
法
学
研

究
科
糠
士
前
期
課
程

２
年
生
の
用
島
達
司

さ
ん
な
ド
イ
ツ
、

ミ

ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
と

ヶ
月

（８
月
１
日
か

ら
魔
３．
潮
ま
で
）
研
修
派
遣
さ
れ

て
お
り
、
又
、
経
営
学
研
究
科
韓

作
厩
数
を
減
ら
す
エ
キ
今れ
マ
ウ

ス
の
移
動
距
離
を
分
な
く
す
る

の
が
省
力
化
の
コ
ツ
で
す
っ

ご

ピ

ー
」
や

「賄

り
付

け
」
の
操

作

を
、

「
Ｃ
ｔ
ｒ

と
」
十

「
Ｃ
」
と
　
一
Ｃ

ｔ

ｒ

ｉ
」
一
二
Ｖ
」
と
い
う
左
手
の

シ
ョ
ー
ト
カ
ツ
ト
キ
ー
操
作
た

醤
き
攀

え
る
生
軍

丁と
左
手
が

効
率
嵐
く
使
え
て

（サ
ポ
ら
せ

な
い
で
権
の
活
性
化
―
↓

さ
ら

に
省
■
小
？
省
時
間
に
な
り
ま

導
~

士
前
嬢
課
を
２
年
の
藤
周
善
規
さ

ん
は
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
大
学
で
行

わ
れ
た
劣
閣
回
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
回

際
学
会
出
席
の
た
め
派
遣
さ
れ

た
。
再
君
と
も
自
分
の
専
朗
介
野

に
お
け
る
研
鑽
を
積
み
大
き
な
収

穫
を
得
た
こ
Ｌ
で
あ
ろ
つヽ
４

な
お
、
学
部
間
で
実
施
さ
れ
た

学
生
の
海
外
研
修
と
受
入
れ
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
小
学
捕
妹
校
の

明
海
大
学
と
共
同
で
行
わ
れ
て
お

り
、
海
外
と
の
交
流
だ
け
で
な

く
、朝
陰
大
学
・明
海
大
学
擬
の
よ

り

一
霧
強
題
な
絆
を
築
く
た
め
に

も
黄
献
し
て
お
り
、
こ
の
海
外
研

修
制
度
は
国
際
交
流
の
場
と
し
て

で
は
な
く
題
内
の
大
学
理
攀
咎
笠

し
て
も
大
い
に
存
在
一四義
が
認
め

ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
じ

ま
だ
海
外
研
修
に
参
加
し
て
い

な
い
人
進
は
ぜ
ひ
頬
張

っ
て
チ
ャ

ン
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
。

:鷺 本教授(歯学部匡際交流委員長)を囲み記念撮影をするじAEMの学生


